
年度
作業内容

 ○総合統計書に関する課内定例会

－総合統計書の電子媒体化－

○総合統計書のデータベース化

　・日本統計年鑑

　・世界の統計

○日本統計年鑑のデータ化
（第１回から第48回分）

○社会・人口統計体系の検証

－総合統計書（冊子）の動き－

○日本統計年鑑

　・章構成の見直し

　・章の表移動

　・日本の統計からの移行

　・PSI項目の掲載

　・社会・人口統計体系へのデータの移行

○日本の統計

　・章構成の見直し

○PSI（ポケット統計情報）

　・章構成の見直し

○世界の統計

　・章構成の見直し

○社会・人口統計体系

　・３分冊での刊行

　・２分冊に向けた検証及び編集作業

　・２分冊での刊行

○STATISTICAL HANDBOOK OF JAPAN

　・章構成の見直し

　　（凡例）

　　　　　　　　　　・従来から行なっている作業

　　　　　　　　　　・総合統計書の見直しに係る作業

　　　　　　　　　　・政府統計共同利用システムに係る作業

総合統計書の見直しスケジュール（案）

平成26年度 27年度 28年度 29年度
上期

31年度
下期 上期

34年度33年度
上期

35年度32年度
下期 下期 上期 下期上期 下期 上期 下期 上期

30年度
下期 下期下期 上期 下期 上期上期

・総合統計書の内容の見直し 
・DB化の検討・スケジュール管理等 

総合統計書の登録（順次） 

・29年6月刊行予定の市区町村のすがたで3分冊を終了 
・30年2月刊行予定の指標、都道府県のすがたは、6月の2分冊時に内容を掲載 

◇次期政府統計共同利用システム運用開始予定 

・電子書籍化 
・EXCEL等によるデータの提供 

・DB化（以降、毎年度データを追加） 
・日本統計年鑑については過去のデータを順次掲載予定 

・過去データの検証 

・27章から30章へ見直し 

・日本の統計のみに掲載されている表の統計年鑑への移行 

・景況の日本統計年鑑への掲載の検討 

・社会・人口統計体系への都道府県表の移行（順次実施） 

・「データ編」と「解説編」を刊行、トピック的なものを掲載しデータベース 
 の利用を促す内容とする。 

・章をまたいだ表の移動 

・見直しを行いながら引き続き刊行 

・日本統計年鑑に合わせた章構成に見直し 

・日本統計年鑑に合わせた章構成に見直し 

・日本統計年鑑に合わせた章構成に見直し 

・日本統計年鑑に合わせた章構成に見直し 

資料２ 


